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めの「経世済民」の学から出発したという。し  
かし、「世界全体が幸福にならなければ個人の  
幸福はありえない」という宮沢賢治の主張は情  
報化社会である今日でも必要な意識である。そ  
の対象も農民から常民、日本の常民から世界の  
常民としての共属意織を持つことが必要である  
というのが話の基調である。   
主催国である韓国の民俗史については高麗大  
学の名誉教授である印権換（インコンハン）先  
生が発表した。内容の要約は次である。   
● 韓国の民俗学史   
韓国の民俗学の出発点をどこに置くのかが重  
要である。学界の理論は様々であるが、18世紀  
の実学を韓国民俗学の出発点として見なすのが  
有力な説である。それから1920，30年代日本に  
留学した学者たちによって近代的な学問として  
の意発と方法が伝えられたという。その時期を  
整理して見ると  
1．胎動期：朝鮮未、実学時代、18世紀終～  
19世紀半ば。   
2，形成期：1920年代、日帝時代、民族と民  
俗文化に関心が強まる。   
3．定立期：1930年代民俗学が独立学問とし  
て愛立されFieldWorkが行なわれる。韓  
国民俗学会が創立される。   
4．沈滞期：1940年代、第2次世界大戦と  
1945年の民族解放の影響。新しい民俗学  
会誕生。定立期に作成された費重な民俗  
資料が出版される。   
5．発展期1：1950年代、朝鮮戦争。しかし、  
学者たちの活発な活動で民俗の基礎が出  
来上がる。新しい民俗学会が誕生。   
6．発展期2：1960年代、5．16軍事革命。韓  
国学研究、民族文化研究など国家が積極  
的に支授。－一方、新しい村作り運動（セ  
マウルウンドゥ）の合理的な生活改善な  
どの政策は伝統文化を否定的な面でみ  
た。特に迷信打破運動は貴重な民俗文化  
を失う事となった。   
7．1970、80年代は研究者の人口が増加して  
2008年度国際学術大会「南道文化と世  
界民俗学の出会い」参加報告  
金 泰順  
2008年5月16日（金）から5月17（土）まで韓  
国の全両大学で「南遺文化と世界民俗学との出  
会い」とい うスローガンで国際学術大会が二日  
間行われた。主催は全両大学韓国文化研究所両  
道民俗学会と木浦大学校BK21事業団であった。  
初日は「両道文化と世界民俗学史」というテー  
マで先生方の発表と珍鳥民俗公演（唄と踊り）  
が、二日目は「頭脳韓国のため未来学者たちの  
学術宴会」というテーマで若手研究者たちの発  
表会が行われた。先生方の発表は、基調発表と  
して地番相先生の「両道民俗学会の進展」から  
始まり、韓国、日本、中国、米国、ロシア、ド  
イツなど各国の民廊学史の論文が発表された。   
日本民俗史に関する発表は神奈川大学の教授  
で日本常民文化研究所長でもある佐野賢治先生  
の「日本民俗学の足跡と展望一柳田民俗学との  
関係から－」であった。   
佐野先生の日本民俗史を要約すると次のよう  
である。   
● 日本民俗学史   
翰文ははじめには「経世済民」の学から  
1．民俗学の胚胎（江戸時代後期）   
2．民俗学の誕生（1910、1935年）   
3．民俗学の成長（1945、2㈱年）   
4．民俗学の老い（2漱）年、現在）   
おわりには世界常民学としての再生の構成で  
あった。（植民地時代民俗学を除く）   
日本民俗学の出発点は「農民はなぜ貧しいの  
か」の問いに答えるために興したという柳田民  
俗学である。民俗学は人々の幸福を実現するた  
※ 神奈川大学歴史民俗資料学研究科博士後期   
課程  
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研究の績域が広がり、国際的な研究交流  
が行われるようになった。   
8．1990年代は世界化時代を向かい新しい民  
俗学の模索の投階に至ることになったの  
が韓国の民俗学の現実である。という内  
容の発表であった。  
ここで50年前に南道民俗学研究の種を播いた  
地番相（ナチュンサン）先生の基調発表の内容  
を紹介することとする。  
（発表内容は当日の録音を基として作成し  
た。）   
まず、南道民俗学会発足以来、初めて開かれ  
る国際学術大会に国境を越え参加なさった国内  
外学者連に南道民俗学会会員の一人として心か  
ら感謝申し上げます。   
特に民俗学会の元老であるイムドンコン博  
士、日本民俗学会の元老である竹田旦博士、米  
国民俗学会の権威者であるJanelliIndiana大学教  
授、中国師範大学校劉銭梁教授、それから韓国  
民俗学会の会長であるイムドンヒ教授と日本民  
俗学史を発表する佐野賢治先生にも感謝の言葉  
を申し上げます。同時に悪い条件の中でこの大  
会の開催のため昼夜を問わず、ただこの大会の  
ために苦労したナキョンス、ナスンマン、イ  
キガプ教授の苦労にも慰労と感謝の青葉をも  
うしあげます。   
私はこの大会を主管するナキョンス教授から  
基調発表として「南道民俗学会の進展」という  
主題の発表を頼まれましたが、極めて遠慮しま  
した。なぜならばイキョンオブ教授が、南道民  
俗学史を発表することになり、ソヘスク博士が  
私と関係のある民俗学に関する論文を発表する  
ことになっていて、私にはこれ以上語る言葉が  
ないからです。しかし、学術大会をより一層輝  
かせるために私たちのふるさとを訪ねて下さっ  
た皆様にご挨拶することが良いという事と、南  
島民俗学会会員たちには励ましの話をする方が  
良いというナキョンス教授の要請によってこの  
席に立つことになりました。よって私は基調発  
表よりも両道民俗学の昨日と今日、それから来  
日に関して経験した事や考えた事をお話ししよ  
うと思います。私はこの場所でお話すると本当  
に感慨無量です。それは50年前、当時文理科大  
学文学部と呼ばれたこの建物で民俗学講義を最  
初に始めたためです。南道民俗学会に私が種を  
播いたのが50年前として紹介されたのは、1958  
年に私がここで初めて民俗学諦義をしたからで  
あります。   
このような大会に私の名前が上がったことは  
光栄でありながら、▼山方恥ずかしく感じます。   
私は韓国民俗学第164次学術発表大会で「元  
老から開く、私と南道民俗学」を発表したこと  
があります。その時、発表しまLたが、私が大  
学校3年の時、偶然に故郷で畑の草取りをする  
女たちの民謡を聞いて感動を受け、身を隠して  
しばらく聞き続けました。それが、私の民俗学  
への関心の始まりだと思っております。その後、  
私は民俗調査を始めました。当時はイムドンコ  
ン博士が民謡収集や民謡学研究には独歩の存在  
でありました。   
その著者を参考にしながらまた理給番を習読  
しながら民俗学の勉強をすることになりまし  
た。当時は資料もなく6．25戦争直後ですので難  
しいことが多かったのです。たとえば民謡や歳  
時風習、通過儀礼、民俗ノリ（民俗遊び）など  
を調査しようすると自分が知らないうちに北朝  
鮮のスパイとして疑われ督察に通報された事が  
何回かありました。ある村を調査しようと思っ  
たときなどは、管轄督察に許可を得てから調査  
をするなど不便な手続きをしなければなりませ  
んでした。このような調査を通して南道民俗の  
優越性と南道民の正体性とは何なのかに関して  
関心を持つようになりました。この課題にとり  
こむためには民俗の大草さや南道民俗の再認  
識、南道民俗の優越性を村の人々に教える必要  
性を感じました。それから私は調査から実際に  
民俗の再現に力を入れる事となりました。この  
ような考えで1969年コザウムを発掘して第10回  
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全国民俗芸術眈演大会で大紋練賞を受賞してコ  
ザウムを無形史化財として指定させました。そ  
の時の審愈委員がここにいらっしゃるイムドン  
コン先生でした‥ このような弔を基として70年  
代に珍鳥の野の歌、ザウン15モ〉J網遊び、ザムン  
ド船歌、ナジュウ野の歌、カンカンスウオレな  
ど様々な南迫昆俗ノリを発掘再現して大統領賓  
や国務総理償など上位の鷺をいただくようにな  
りました∫一′ これらが両道民俗の優越性を村人に  
知らせるきっかけになりました。当時、私を励  
まして卜さったイムドンコン先生やイムソクゼ  
先生など立派な先生通が私の精神的な根になさ  
ってくれましたので今【ヨの私がいると思いま  
す。、このような70年代の努力の結果により民俗  
学とはなにかという単と覇道民俗がどれぐらい  
優越惟を持つかに関して再認絶することになり  
ました。   
私は次の段階として覇道民俗、南道民の1E体  
性は何なのかに関して今まで調査した事を基に  
して次のように整理をして見ましたn  
l．この地域（仝羅南道）は芸術のふるさとで  
あり、その特性は数人の芸術であります。   
それから南道民俗の芸術の特性は菜軟性、賓  
惰性、激情性などをもっています。しかし、こ  
のような立派な南道民俗にも関わらず民俗学を  
学ぶ学生が少なくなりました。民俗学は名誉と  
か金儲けには稼がなかったためでした。学部生  
の時、民俗学に関心を持ち、ともに民俗調奄に  
参加した学生もいましたが、大学院への進学は  
難しい状況でした。しかし、1981年ナキョンス  
先生が大学院を希望したので私は㌣軍万馬を得  
た気持ちでした。今も記憶に残っています。そ  
の後、次々に大学院希望者があり、その時から  
ある意味で本格的に民俗学の研究が始まったと  
もいえます。80年代初めから休みを利用して島  
や田舎を訪ね円らご飯を炊きながらフィールド  
調査方法を身につけました。また正月151」には  
堂山祭の現場を訪ね調査して議論をすることも  
ありました。．しかし、私たちは疲れも忘れたま  
ま何かを探そうと 一筋だったことは今もいえま  
す〔このような結果、南道民俗学を位置づける  
ことができました。少なくとも民俗学が国文学  
の従属学問ではなく独立学問として認められる  
ことができました。このような成果をもって  
1991年会商民俗研究会を創立して南道民俗研究  
会誌創刊号を発刊しました。1鮨3年両道民俗研  
究会を南道民俗学会と改名し、会員30人余りで  
出発しましたが、現在では会員が210人の大学  
会になりました。それだけではなく南道民俗研  
究学会誌もすでに16号が発刊されました。これ  
はソウルの民俗院という民俗学関係の昏籍を出  
版する会社の発行で、全国に販売しています。  
これは南道民俗学会が認められているという証  
拠であるとプライドをもっています、）16号まで  
発行された南道民硲研究学会誌の論文は150編  
余りであり、ニの中から南道民俗の1E体性を明  
らかにする数多い論文が発表されました。南道  
民俗学が・つの地域学間として韓国民俗学の…一  
興を担う学会として位置づけられているので  
すっ 私は1998年停年を迎えましたが、自分が種  
を描いた民俗学の成果として13人の同学者たち  
と南道民俗学概説という本を整理して発行しま  
した。   
その後、全牒1の学者たちが、南道民俗に関し  
てどのぐらい関心を持っているのかを確認する  
ために私の停年論文集を南道民俗学の進展とい  
うタイトルで全回の学者たちに原稿を依麻しま  
した。すると全図から48編の原稿が着き1148ペ  
ージの論文集を 出す単になり、全国の学者たち  
の南道民俗学に対する関心の高さを確認する挙  
ができました。引き続き現役の学者たちが両道  
民俗学の牡界、両道民俗の理解などの概説書を  
出版し、ホナム亡者遼暦クッ、南道民俗と視察  
、シッキムクッ、親歌など30余りの著番を出す  
と特に全南地方の柑のクツを村（郡＝グン）こ  
とに整理して10ケ所の村誌を発行しています。  
ニれはおそらく2000年代の会商の堂山無（柑ク  
ッ）の祭祀の規範になると思います。それだけ  
ではなく南道民俗学会会員が中心となり珍鳥郡  
誌を新しく改編しましたが、これは郡誌の歴史  
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日本民俗学史を発表する佐野賢治先生  
あります。   
今日の文化は日々変わっています。1そのため  
村ことに巫俗儀礼、歳時風習、誠媚葬祭などの  
民俗誌を急いで作成する必要があります。，日本  
時代の植民地民俗といいながら糾鮮総督府の資  
料がいまも研究資料として活用されると同じよ  
うに現時点の正確な民俗誌が調査発衣されなけ  
ればならないと思います。   
民俗儀礼の中では葬祭や祭祀が大串な部分を  
占めています。．しかし、舷近、3年葬式ほなく  
なり、－ヰ葬式、100tヨ葬式、49Li葬式、3日靡  
式、さらに当日葬式まで変化されています。そ  
れから、巌近のお墓は伝統的な封墳がいきなり  
四角の墓になりそれが有感になりさらに敢近は  
納骨堂になるなど民俗はどんどん破壊されてい  
る現状です。   
農楽も伝統の農楽はなくなりサムルノリが伝  
統の農楽のように知られている塊状です。   
巫俗も南道の世襲巫ほなくなり、見習巫が  
色々な形で表れています。祭礼の衣装も変容さ  
れ漁夫たちの豊漁クッである龍モ祭もその形が  
変っています。これらを民俗学者が正しく数え  
るべきだと思っております二   
学問は3牡代になってからだと思います。1世  
代は学問の種を播く、2世代はそれをよく育て  
大きくするために努力する、3世代になって花  
を咲かせ、寛がよく結ぶようにして刈り取るの  
です。桐は1世代2世代には中が空っぽで資材に  
使うことほできません。3世代になってこそ中  
基調発表をする池春相  
（チチュンサン）先生  
上新しい執行であると思います。それからこれ  
を基本として電子文化辞典を発行しようと思い  
ます。両道民俗学の進展は誇りを持って、ほほ  
えましい心で彼らの活動を眺めています。   
このような活動が可能なことは光州・全南に  
は民俗学者やまだ民俗学を学ぶ学生が多いから  
です。人的資源がお互いに協力してこの地域の  
文化、韓国民俗に関心をもち研究した結果であ  
ると思います。ある地域に大勢の学者たちが定  
住しながら民俗学を研究する地域は他はないと  
思うのでいつも誇りを持っているし、韓国の民  
俗学研究の拠点が光州になると思いながら彼ら  
を励ましてくれます。しかし、両道民俗も50年  
たち、新しい模索が必要であると思います。ま  
ず、民俗学が現実に適応する概念と研究目的を  
再検討して，その研究方向を再設定する努力が  
なければならないと考えます。その方法として  
今日発表された世界の民俗学史をよく理解し  
我々の民俗学の研究方向や研究方法を模索する  
きっかけにしならなければならないと思いま  
す。そのためには民俗学と隣の学問との融和と  
疎通を通して新しい人間科学の学問として独立  
された民俗学の位相が定立されなければならな  
いし、民俗学者はそのような努力をする必要が  
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がいっぱいになり資材で使うことができます。  
現在両道民俗学も3世代になりました。   
桐が3世代になって，はじめて鳳鳳が来てそこ  
に止まる。そして一回翼を打てば千万里を飛ん  
で行くといいます。南島民俗学会も内容が充実  
している桐になって、そこで息をして寝る鳳風  
のように一度翼を打てば千万里を飛んで行くよ  
うな勢いで発展することを望みます。  
以上が先生の基調演説である。筆者は先生の  
演説内容に極めて同感する。そして消えて行く  
韓国の民俗には心が痛む。韓国の場合、今残っ  
ている民俗を大切にし、記録保存することが当  
面の課題であると思う。したがって、南道民俗  
学会のように民俗を保存しようとする民俗学着  
たちがいることは心強く感じる。   
これから南道民俗学会に期待し、益々の発展  
を心から祈っている。  
新刊紹介  芹澤知弘・志賀市子編  
『日本人の中国民具収集一歴史的背景と今日的意義－』   
本番は、2005年3月19日香港大学で開催さ  
れた第16回目本人類学研究学会でのワークシ  
ョップ「日本人による中国物質文化研究：  
日本人頬学史における諸事例」が契機とな  
り、その後、科学研究費補助金「20世紀前半  
に日本人が収集した中国民具についての文  
化人類学的研究」（代表：芹滞知弘）として  
展開している調査研究の中間報告的性格を  
もつものだという。   
構成は、序章：芹滞「20世紀前半における  
日本人の中国民具収集－ポピュラー人類  
学・支那趣味・民芸運動」、第一章：角南聡  
、一郎「植民地における物質文化への興味一  
画家・染木照による調査・表現方法の検討  
を中心に」、第二襲：芹澤「日本人が見た中  
国の看板一研究史のスケッチ」、第三牽：中  
尾徳仁「満州における郷土玩具収集柵日本  
人コレクターの活動に焦点を当てて」、第国  
華：志賀市子「植民地における日本人の中  
国宗教研究仙台湾及び浦川の道教調査とそ  
のまなぎし」、第五章：植林啓介「中国にお  
ける日本人の考古・民俗資料の収集一主要  
な考古学雑誌にみる大陸の情報から」、あと  
がき（志賀市子）に続き、巻末にほ索引・  
英文日次が付されている。戦前の中国にお  
ける日本人による物質文化収集の背景を、  
戦後60．70年代生まれの中堅研究者の諸氏が、  
それぞれの視角から論じている。民衆道教  
の研究者である志賀は、道教の呪府・呪物  
から中国人の精神文化を新たに捉えなおす  
視点を得たという。   
近年、植民地時代の人類学・民俗学の見  
直し、意義づけが行われ、本音もその動向  
のd膚端に連なる。本報告が大いに期待され  
るが、中国側とのシンポジウムなど共同研  
究も加え、是非研究の厚みを増してほしい。  
なお本番は、茨城キリスト教大学言語文化  
研究所叢書の第三号、風響社の野心的フィ  
ールワークの成果を刊行するアジア研究報  
告シリーズのNo．6として出版された。  
（佐野賢治）   
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